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トの 2年連続年間トップ 5独占は，1968年の調査開始以来，初めてのことである．しかも年間 1位









ンは同日までに AKB48の CD総売り上げが 2030万枚に達したと発表した．これは，SPEEDの 1954
万枚を抜き，女性グループとしては最多である．
さらに AKB48の人気は CDだけではなく，テレビ CMにも及んでいる．ニホンモニターの調査に
よれば，女性タレント CM起用社数ランキングにおいて，AKB48所属のタレントが 2011年，2012
























3）　2012年は AKB48のタレントが 1位から 6位までを独占している．また，2012年は男女のタレントを合わせたラン
キングでも AKB48のタレントがトップ 6を独占した．なお，2011年の 5位は AKB48の高橋みなみと子役の芦田愛菜
が同数の 15社で分け合っている．
4）　ビジネスモデルとビジネスシステムの違いについては，箕輪（2000）に詳述した．





























































































































































月 7日放送の ASAYANの番組内で，つんく♂がシャ乱 Q女性ロックボーカリストオーディションの
最終選考に落選した中澤裕子・石黒彩・飯田圭織・安倍なつみ・福田明日香の 5人にもメジャーデ
























































































4-2．仮説・検証，情報発信・収集の場としての AKB劇場と 365 日の公演
AKB48を民主的なシステムとして機能させる，最大の装置がAKB48劇場である．AKB48劇場とは，
東京都千代田区外神田のドン・キホーテ秋葉原店 8階にある，座席数 145，立ち見席 105，定員 250





た 2005年 12月 8日から 2か月ほどは，チーム A という 1つのチームだけで，週日に毎日公演を行
うだけでなく，土日には 3回の公演をこなしていたという．その後，チーム数は，チーム A，チー
ム K，チーム Bの 3つに増え，3チームが交代で 365日の公演を行うようになっている．公演の内



































































































































































場に比べれば，かなり小さい．翌年 2007年 1月には，2番目の CD「制服が邪魔をする」が発売され，
これはオリコンウィークリーチャートで最高位 7位となり，AKB48 にとって初のトップ 10入りと






しかし，この後の AKB48の活動が順調に推移したわけではない（岡島・岡田 , 2011）．2008年 2月，


























増が劇的に進行する．例えば 1枚の CDの音源を制作するための費用を 1000万円，それをディスク
にプレスし，パッケージするための費用が 100円だとしよう．この場合，1枚目の CDを生産する場
合の費用は 10,000,100円である．しかし CDの生産を 2枚に増やした場合，1枚当たりの費用は，一










誓ってガチです』」の名称で，2009年 6月 23日～ 7
月 7日にかけて投票が行われ，投票に参加するため
には CD1枚に 1枚封入された投票権が必要であっ









2013，山下 , 2007）．その言葉を証明するかのように，2005年 12月 8日，20人からなる 1チーム体
制でスタートした AKB48は，その約 4か月後の 2006年 4月 1日には，早くもチーム Aとチーム K
の 2チーム体制に移行する．同年 12月 3日にはチームB が誕生し，1年を待たずして AKB48は 3チー
ム体制となる．さらに 2008年には名古屋市栄の SKE48劇場を拠点とする SKE48，2010年には大阪
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収穫逓増が劇的に進行する製品であるから，たとえば 10人のタレントが 10枚の異なる CDをリリー
スし，それぞれが 10万枚を売り，合計 100万枚を販売した場合と，10人のメンバーがいるモーニン
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The business models of “Morning musume” and “AKB48”
Masami MINOWA
ABSTRACT
This paper discusses “Morning musume” and “AKB48” as business systems. By doing so, this paper analyses the 
reason why the two groups have had such great economic success. The conclusion is that “Morning musume” defined itself 
as a brand to survive long period of time, and AKB48 has established “the quick hypothesis testing system” to meet the 
needs of their customers.

